
連 結 決 算 報 告 書

（第22期）

自　令和 7年 4月 1日

至　令和 8年 3月31日

株式会社  エコスタイル



 

連結貸借対照表 

（2026年３月 31日現在） 

（単位：百万円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

【流動資産】 

現 金 及 び 預 金 

売 掛 金 

商 品 

仕 掛 品 

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

立 替 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

【固定資産】 

【有形固定資産】 

建 物 及 び 構 築 物 

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 

土 地 

建 設 仮 勘 定 

そ の 他 

8,289 

1,401 

2,789 

140 

1,722 

1,347 

281 

615 

△8 

6,034 

5,634 

126 

2,516 

2,925 

49 

16 

【流動負債】 

買 掛 金 

短 期 借 入 金 

1 年 内 償 還 予 定 の 社 債 

1 年内返済予定の長期借入金 

未 払 金 

未 払 法 人 税 等 

賞 与 引 当 金 

契 約 負 債 

そ の 他 

【固定負債】 

長 期 借 入 金 

繰 延 税 金 負 債 

そ の 他 

5,615 

980 

1,274 

60 

1,582 

547 

32 

155 

876 

107 

2,964 

2,409 

0 

555 

【無形固定資産】 83 負 債 合 計 8,580 

【投資その他の資産】 315 純 資 産 の 部 

投 資 有 価 証 券 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

0 

119 

260 

△64 

【株主資本】 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

【非支配株主持分】 

5,724 

1,541 

1,036 

3,145 

19 

  純 資 産 合 計 5,743 

資 産 合 計 14,323 負 債 及 び 純 資 産 合 計 14,323 

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 



 

連結損益計算書 

（自 2025年４月１日 至 2026年３月 31日） 

            （単位：百万円） 

科 目 金 額 

売上高  14,662 

売上原価  12,255 

売上総利益 

販売費及び一般管理費 

 2,407 

2,640 

営業損失（△） 

営業外収益 

受取利息及び配当金 

消費税等免除益 

受取保険金 

損失補填金 

その他 

 

 

5 

1 

1 

14 

13 

△233 

37 

営業外費用 

支払利息及び社債利息 

支払手数料 

その他 

 

79 

5 

16 

101 

経常損失（△）  △298 

特別利益 

  固定資産売却益  

 

0 

0 

特別損失 

固定資産除却損 

開発容量違約金 

 

4 

131 

135 

匿名組合損益分配前税金等調整前 

当期純損失（△） 

匿名組合損益分配額 

 △433 

 

2 

税金等調整前当期純損失（△） 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

 △435 

48 

15 

当期純損失（△）  △499 

非支配株主に帰属する当期純損失（△） 

親会社株主に帰属する当期純損失（△） 

 △6 

△493 

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 



 

 連結株主資本等変動計算書 

（自 2025年４月１日 至 2026年３月 31日）  

（単位：百万円）  

 株主資本 

非支配 

株主持分 

純資産 

合計 資本金 資本剰余金 利益剰余金 
株主資本 

合計 

当期首残高 1,541 1,036 3,730 6,308 25 6,333 

誤謬の訂正による 

累積的影響額 
  △90 △90  △90 

誤謬処理後当期首残高 1,541 1,036 3,639 6,217 25 6,242 

当期変動額       

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△） 
  △493 △493  △493 

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額） 

    △5 △5 

当期変動額合計 - - △493 △493 △5 △499 

当期末残高 1,541 1,036 3,145 5,724 19 5,743 

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 



 

連結注記表 

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記 

（１）連結の範囲に関する事項 

① 連結子会社の数 11社 

連結子会社の名称 

  株式会社エコスタイルパワー 

  株式会社あんしんエコの輪 

株式会社エコスタイルパワープラント６号 

株式会社エコスタイルパワープラント７号 

株式会社エコスタイルパワープラント８号 

株式会社エコスタイルパワープラント９号 

株式会社 ES-MIRAI 

株式会社彩の榊 

株式会社エコスタイルアグリ 

  エコの輪太陽光発電ファンド 10号匿名組合 

  エコの輪太陽光発電ファンド 21号匿名組合 

 

② 主要な非連結子会社の名称等 

該当事項はありません。 

  

（２）連結子会社の事業年度等に関する事項 

決算日が連結決算日と異なるエコの輪太陽光発電ファンド匿名組合は、連結決算日現在で実施

した仮決算に基づく財務諸表を使用しております。 

その他の連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

  

  



 

（３）重要な会計方針に係る事項に関する注記 

① 重要な資産の評価基準及び評価方法 

（イ）その他有価証券 

・市場価格のない株式等 

移動平均法による原価法を採用しております。 

 

（ロ）棚卸資産 

・商品 

 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）を採用しております。 

・仕掛品 

 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）を採用しております。 

・原材料 

 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）を採用しております。 

 

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

（イ）有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法を採用しております。ただし、1988年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備

を除く）及び自社発電所に関する資産、並びに 2016年４月１日以降に取得した建物附属設

備及び構築物、機械装置については、定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物      ２年～24年 

機械装置及び運搬具    ２年～17年 

 

（ロ）無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づい

ております。 

  



 

（ハ）リース資産 

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。 

 

③ 重要な引当金の計上基準 

（イ）貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま

す。 

 

（ロ）賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当連結会計年度に負担すべき額を

計上しております。 

 

④ 重要なヘッジ会計の方法 

ヘッジ会計の方法 

 繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、特例処理の要件を満たす金利スワップについ

ては、特例処理を採用しております。 

ヘッジ手段とヘッジ対象 

  ヘッジ手段…金利スワップ 

  ヘッジ対象…借入金の利息 

ヘッジ方針 

 有利子負債の将来の市場金利の変動による損失を軽減する目的で金利スワップ取引を利用

しており、投機目的の取引は行わない方針であります。 

ヘッジの有効性評価の方法 

 ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変

動又はキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価し

ております。なお、特例処理の要件を満たす金利スワップについては、特例処理を採用して

いるため、ヘッジの有効性の判定は省略しております。 

  



 

⑤ 重要な収益及び費用の計上基準 

当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義

務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとお

りであります。 

（イ）オフサイト太陽光発電開発事業 

オフサイト太陽光発電開発事業については、主に太陽光発電所の「開発」、太陽光発電所

の設計（Engineering）・資材調達（Procurement）・建設（Construction）の一連の工程を請

負う「EPC」、太陽光発電所の運転（Operation）・維持（Maintenance）を請負う「O＆M」及

び小売電気事業者として電力を供給する電力小売を行っております。 

開発・EPCについては、主に顧客との太陽光発電設備譲渡契約等に基づき、当社で開発・

EPC を行った太陽光発電システムの引渡しを行う履行義務を負っており、顧客に当該太陽光

発電システムを引渡した時点で収益を認識しております。なお、当該契約に関する取引の対

価は履行義務の充足時点から概ね２カ月以内で支払いを受けており、対価の金額に重要な金

融要素は含まれておりません。 

O＆Mについては、主に太陽光発電所の運転（Operation）・維持（Maintenance）を請負っ

ており、顧客との契約における履行義務の充足に従い、一定期間にわたり収益を認識してお

ります。なお、当該契約に関する取引の対価は履行義務の充足時点から概ね２カ月以内で支

払いを受けており、対価の金額に重要な金融要素は含まれておりません。 

電力小売については、主に小売電気事業者として契約者への電力の供給を行っており、契

約条件に従って一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、契約期間にわたり電力

の供給に応じて収益を認識しております。なお、当該契約に関する取引の対価は履行義務の

充足時点から概ね２カ月以内で支払いを受けており、対価の金額に重要な金融要素は含まれ

ておりません。 

 

（ロ）オンサイト太陽光発電開発事業 

オンサイト太陽光発電開発事業については、主に太陽光発電所の「開発」、太陽光発電所

の設計（Engineering）・資材調達（Procurement）・建設（Construction）の一連の工程を請

負う「EPC」、太陽光発電所の運転（Operation）・維持（Maintenance）を請負う「O＆M」を

行っております。 

開発・EPCについては、主に顧客と工事請負契約等を締結し当該契約に基づいて施工を行

う履行義務を負っており、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の

充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。履行義務の充足に係る進捗度の測定に

ついて、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が予想される工事原価の合計に占める

割合に基づいて行っております。ただし、取引開始から完全に履行義務が充足すると見込ま

れる時点までの期間がごく短いものについては、顧客が検収した時点で収益を認識しており

ます。なお、当該契約に関する取引の対価は履行義務の充足時点から概ね２カ月以内で支払

いを受けており、対価の金額に重要な金融要素は含まれておりません。 

 



 

（ハ）太陽光発電事業 

太陽光発電事業では、当社及び連結子会社が所有している太陽光発電所が発電した電力を

小売電気事業者又は一般送配電事業者に供給しており、契約条件に従って一定の期間にわた

り履行義務が充足されると判断し、契約期間にわたり電力の供給に応じて収益を認識してお

ります。なお、当該契約に関する取引の対価は履行義務の充足時点から概ね２カ月以内で支

払いを受けており、対価の金額に重要な金融要素は含まれておりません。 

 

（ニ）その他事業 

FIT太陽光発電開発事業については、主に投資型 FIT太陽光発電所の販売・施工を行って

おります。投資型 FIT 太陽光発電所の販売・施工のほとんどは、取引開始から完全に履行義

務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合に該当すると見込まれていること

から、一定の期間にわたり収益を認識するのではなく、顧客へ当該太陽光発電システムを引

渡した時点で収益を認識しております。なお、当該契約に関する取引の対価は履行義務の充

足時点から概ね２カ月以内で支払いを受けており、対価の金額に重要な金融要素は含まれて

おりません。 

 

⑥ その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項 

資産に係る控除対象外消費税等の会計処理 

 資産に係る控除対象外消費税及び地方消費税は当連結会計年度の費用としております。 

 

２．重要な会計上の見積りに関する注記 

会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、

翌連結会計年度に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。 
 
繰延税金資産の回収可能性（繰延税金資産 119 百万円） 

繰延税金資産の回収可能性は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって

見積っております。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能

性があり、見積りの前提とした条件や仮定に変更が生じた場合、翌連結会計年度の連結計算書類に

おいて、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。 

 

３．誤謬の訂正に関する注記 

当連結会計年度において過年度における棚卸資産の過大計上について誤謬を訂正し、累積的影

響額を当連結会計年度の期首の純資産の帳簿価額に反映しております。 
この結果、連結株主資本等変動計算書の期首残高は、利益剰余金が 90 百万円減少しております。 



 

  

４．連結貸借対照表に関する注記 

（１）担保に供している資産及び担保に係る債務 

担保に供している資産 

現金及び預金                72百万円 

売掛金         355百万円 

建物及び構築物               72百万円 

機械装置及び運搬具          2,162 百万円 

土地       468百万円 

その他                    0百万円 

計                  3,131百万円 

 

担保に係る債務 

短期借入金          100百万円 

１年内返済予定の長期借入金        983百万円 

長期借入金              2,226百万円 

計                  3,310百万円 

 

（２）有形固定資産の減価償却累計額      1,082 百万円 

 

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記 

(１) 発行済株式及び自己株式に関する事項 

 当連結会計年度
期首株式数(株) 

当連結会計年度 
増加株式数(株) 

当連結会計年度 
減少株式数(株) 

当連結会計年度末
株式数(株) 

発行済株式     

普通株式 9,656,800 - - 9,656,800 

合計 9,656,800 - - 9,656,800 

自己株式     

普通株式 - - - - 

合計 - - - - 

 

(２) 配当に関する事項 

① 配当金支払額 

該当事項はありません。 

 

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

該当事項はありません。 

  



 

６．金融商品に関する注記 

(１) 金融商品の状況に関する事項 

① 金融商品に対する取組方針 

 当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入）を調達しておりま

す。一時的な余資は主に安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入に

より調達しております。デリバティブ取引は、借入金の金利変動リスクを回避するために利用し

ており、投機的な取引は行わない方針であります。 

 

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 

 営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクにつきまして

は、一部の営業取引に際し、前受金を受入れ、信用リスクの軽減をはかっております。また、当

社の販売管理規程に従い、営業債権について、各部門における営業責任者が回収状況をモニタリ

ングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、回収懸念の早期把握や軽減をはかっ

ております。投資有価証券については、すべて市場価格のない株式であり、当該企業の経営成績

等により、減損のリスクにさらされております。 

 営業債務である買掛金及び未払金は、１年以内の支払期日となっております。有利子負債のう

ち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、社債及び長期借入金は主に設備投資に係

る資金調達を目的としたものでありますが、一部は変動金利であるため金利の変動リスクに晒さ

れております。このうち長期のものの一部については、支払金利の変動リスクを回避し支払利息

の固定化をはかるために、個別契約ごとにデリバティブ取引（スワップ取引）をヘッジ手段とし

て利用しております。 

 なお、当社グループは、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新

するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。また、当社は、

流動性リスクに対する備えとして、取引金融機関と当座貸越契約を締結しております。 

 

③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

 金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定さ

れた価額が含まれております。当該価額の算定においては、変動要因を織り込んでいるため、異

なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。 

  



 

(２) 金融商品の時価等に関する事項 

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

 
連結貸借対照表計上額 

（百万円） 時価（百万円） 差額（百万円） 

（1） 社債（※2） 

（2） 長期借入金（※3） 

60 

3,991 

59 

3,988 

△0 

△3 

負債計 4,051 4,047 △3 

（※１）「現金及び預金、売掛金、立替金、買掛金、短期借入金、未払金」については、現金である

こと、及び預金、売掛金、立替金、買掛金、短期借入金、未払金は短期間で決済されるため

時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。 

（※２）１年内償還予定の社債は、社債に含めて表示しております。 

（※３）１年内返済予定の長期借入金は、長期借入金に含めて表示しております。 

（※４）市場価格のない株式の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。 

区分 連結貸借対照表計上額（百万円） 

非上場株式 0 

 

７．賃貸等不動産に関する注記 

（１）賃貸等不動産の状況に関する事項 

当社及び一部の連結子会社では、大阪府その他地域において、賃貸用太陽光発電所用地を所有

しております。 

（２）賃貸等不動産の時価に関する事項 

 
連結貸借対照表計上額 

（百万円） 

当連結会計年度末の時価 

（百万円） 

賃貸等不動産 2,221 3,363 

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額および減損損失累計額を控除した金額でありま

す。 

２．当連結会計年度末の時価は、主に固定資産税評価額によるものであります。 

 

８．１株当たり情報に関する注記 

(１) １株当たり純資産額               592円 75銭 

(２) １株当たり当期損失（△）           △51円 10銭 

 

９．重要な後発事象に関する注記 

   該当事項はありません。 
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